
(57)【要約】

【課題】構成の小型化が図れるとともに、動作性の向上

および動作時間の可変性が図れ、かつ外部温度の影響を

減少させることができる赤外線検知器用シャッタ機構を

提供する。

【解決手段】軸方向一端を赤外光入射端とし他端を受光

端とした鏡筒１と、この鏡筒内の一端側内部に配置され

た赤外光入射用の光学系部品３と、鏡筒の他端側に配置

された赤外線検知器４と、鏡筒内における光学系部品と

赤外線検知器との間に配置されたキャリブレーション用

のシャッタ６とを備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 方 向 一 端 を 赤 外 光 入 射 端 と し 他 端 を 受 光 端 と し た 鏡 筒 と 、 こ の 鏡 筒 内 の 一 端 側 内 部 に 配
置 さ れ た 赤 外 光 入 射 用 の 光 学 系 部 品 と 、 前 記 鏡 筒 の 他 端 側 に 配 置 さ れ た 赤 外 線 検 知 器 と 、
前 記 鏡 筒 内 に お け る 前 記 光 学 系 部 品 と 前 記 赤 外 線 検 知 器 と の 間 に 配 置 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー
シ ョ ン 用 の シ ャ ッ タ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 シ ャ ッ タ を キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 制 御 回 路 に よ る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の オ ン 信 号 と 同 時
に 閉 動 作 制 御 す る シ ャ ッ タ 制 御 回 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 赤 外 線 検 知
器 用 シ ャ ッ タ 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 鏡 筒 付 近 に 温 度 セ ン サ を 備 え 、 前 記 シ ャ ッ タ 制 御 回 路 は 前 記 温 度 セ ン サ に よ り 一 定 温
度 条 件 が 検 出 さ れ た 場 合 に 閉 動 作 作 制 御 す る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載
の 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 シ ャ ッ タ 制 御 回 路 は タ イ マ に よ り シ ャ ッ タ を 一 定 時 間 毎 に 閉 動 作 制 御 す る 機 能 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 赤 外 線 検 知 器 搭 載 型 カ メ ラ そ の 他 の 赤 外 線 検 知 器 搭 載 機 器 に 適 用 さ れ る 赤 外 線
検 知 器 の 赤 外 光 入 射 経 路 を キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 等 に 際 し て 閉 状 態 と す る た め の 赤 外 線 検 知
器 用 シ ャ ッ タ 機 構 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 赤 外 線 検 知 器 搭 載 型 カ メ ラ そ の 他 の 赤 外 線 検 知 器 搭 載 機 器 に 適 用 さ れ る 赤 外 線 検
知 器 は 、 赤 外 光 の 入 射 経 路 を 形 成 す る 鏡 筒 の 内 部 に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 鏡 筒 の 一
端 側 で あ る 赤 外 光 入 射 側 の 内 部 に 例 え ば レ ン ズ 等 の 光 学 系 部 品 が 配 設 さ れ 、 こ の 鏡 筒 内 の
他 端 側 に 赤 外 線 検 知 器 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 構 成 に お い て 、 赤 外 線 検 知 器 を 構 成 す る 画 素 は 使 用 条 件 ま た は 温 度 条 件 等 に よ
っ て 感 度 に ば ら つ き が 生 じ る た め 、 赤 外 線 検 知 器 の 画 素 の 感 度 を 均 一 化 す る 補 正 用 と し て
の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン （ オ フ セ ッ ト 補 正 ） が 適 時 に 行 な わ れ る 。 こ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン
に 際 し て は 、 赤 外 線 検 知 器 へ の 入 光 を 阻 止 す る 必 要 が あ る た め 、 上 述 し た 赤 外 線 検 知 器 搭
載 機 器 に は 通 常 、 入 光 阻 止 用 の シ ャ ッ タ 機 構 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 従 来 の シ ャ ッ タ 機 構 に お い て は シ ャ ッ タ が 光 学 系 の 外 側 、 す な わ ち 鏡 筒 の 外 側
に お け る 光 路 上 に 設 け ら れ 、 外 部 駆 動 機 構 に よ っ て 開 閉 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る （ 例
え ば 特 開 平 ４ － １ ８ ５ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） 等 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う に シ ャ ッ タ を 鏡 筒 の 外 部 に 設 け た シ ャ ッ タ 機 構 に お い て は 、 機 器 の 構 成 が 余 分 に
大 掛 か り と な り 、 シ ス テ ム の 小 型 化 が 望 ま れ る 機 器 の 場 合 に は 不 利 と な っ て い た 。 ま た 、
シ ャ ッ タ 機 構 が 大 掛 か り で あ る と 開 閉 動 作 に 時 間 が か か り 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の 能 率 を
低 下 さ せ る 要 因 と も な っ て い た 。 さ ら に シ ャ ッ タ 機 構 が 外 部 配 置 の も の で は 周 辺 環 境 の 温
度 の 影 響 を 受 け 易 く 、 温 度 変 化 の 要 因 に よ っ て も 感 度 が 変 化 す る 赤 外 線 検 知 器 の 画 素 に つ
い て 性 能 面 に お い て も 課 題 が あ っ た 。 さ ら に ま た 、 従 来 の 大 形 の シ ャ ッ タ 機 構 で は シ ャ ッ
タ の 動 作 時 間 を 可 変 す る こ と が 面 倒 で あ り 、 機 器 の 補 正 シ ー ケ ン ス に 応 じ て シ ャ ッ タ 動 作
時 間 を 合 せ る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 平 ４ － １ ８ ５ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た よ う に 、 従 来 技 術 に お い て は シ ャ ッ タ 機 構 が 鏡 筒 の 外 部 に 設 け ら れ て い る た め 、
構 成 が 大 掛 か り と な り 、 開 閉 動 作 に 時 間 が か か っ て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 能 率 低 下 の 要 因 と
な っ た り 、 周 辺 環 境 の 温 度 の 影 響 を 受 け 易 く 、 ま た シ ャ ッ タ 動 作 の タ イ ミ ン グ 調 整 が 困 難
で あ る 等 の 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 構 成 の 小 型 化 が 図 れ る と と も に 、 動 作
性 の 向 上 お よ び 動 作 時 間 の 可 変 性 が 図 れ 、 か つ 外 部 温 度 の 影 響 を 減 少 さ せ る こ と が で き る
赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 軸 方 向 一 端 を 赤 外 光 入 射 端 と し
他 端 を 受 光 端 と し た 鏡 筒 と 、 こ の 鏡 筒 内 の 一 端 側 内 部 に 配 置 さ れ た 赤 外 光 入 射 用 の 光 学 系
部 品 と 、 前 記 鏡 筒 の 他 端 側 に 配 置 さ れ た 赤 外 線 検 知 器 と 、 前 記 鏡 筒 内 に お け る 前 記 光 学 系
部 品 と 前 記 赤 外 線 検 知 器 と の 間 に 配 置 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 の シ ャ ッ タ と を 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 シ ャ ッ タ を キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 制 御 回 路 に よ る キ ャ リ ブ レ
ー シ ョ ン の オ ン 信 号 と 同 時 に 閉 動 作 制 御 す る シ ャ ッ タ 制 御 回 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 鏡 筒 付 近 に 温 度 セ ン サ を 備 え 、 前 記 シ ャ ッ タ 制 御 回 路 は 前
記 温 度 セ ン サ に よ り 一 定 温 度 条 件 が 検 出 さ れ た 場 合 に 閉 動 作 作 制 御 す る 機 能 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 シ ャ ッ タ 制 御 回 路 は タ イ マ に よ り シ ャ ッ タ を 一 定 時 間 毎 に
閉 動 作 制 御 す る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機
構 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ 実 施 形 態 （ 図 １ ～ 図 ３ ）
図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 を 示 す 構 成 図 で あ り 、 図
２ お よ び 図 ３ は 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 赤 外 線 検 知 器 保 持 用 の 円 筒 状 の 鏡 筒 １ の 軸 方 向 一 端
が 赤 外 光 ａ の 入 射 端 と さ れ 、 他 端 が 受 光 端 と さ れ て い る 。 こ の 鏡 筒 内 の 一 端 側 内 部 に は 、
複 数 の レ ン ズ 等 か ら な る 赤 外 光 入 射 用 の 光 学 系 部 品 ３ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 鏡 筒 の 他
端 側 に は 赤 外 線 検 知 器 ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 鏡 筒 １ 内 に お け る 光 学 系 部 品 ３ と 赤 外 線 検 知 器 ４ と の 間 に 位 置 し て 、 キ ャ リ ブ レ
ー シ ョ ン 用 の シ ャ ッ タ 機 構 ５ を 構 成 す る シ ャ ッ タ ６ が 配 設 さ れ 、 鏡 筒 １ 内 の 光 路 を 遮 蔽 で
き る よ う に な っ て い る 。 こ の シ ャ ッ タ ６ は 、 例 え ば 複 数 の 幅 狭 な 扇 形 板 の 部 品 を 円 板 状 に
組 立 て 、 鏡 筒 １ の 中 心 側 に 拡 縮 可 能 な 円 形 孔 が 形 成 さ れ る よ う に し 、 こ れ に よ り 鏡 筒 １ 内
の 光 路 を 開 閉 可 能 と す る 構 成 の も の で あ る 。 こ の よ う な 構 成 の シ ャ ッ タ ６ の 周 縁 部 が 、 鏡
筒 １ の 周 壁 部 に 取 付 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 図 １ に 示 し た シ ャ ッ タ ６ を 鏡 筒 １ の 軸 方 向 か ら 見 た 開 閉 状 態 を 示
し て い る 。 図 ２ （ ａ ） は シ ャ ッ タ ６ の 全 開 状 態 を 示 し 、 鏡 筒 中 心 の 光 路 が 開 孔 す る よ う に
な っ て い る 。 図 ２ （ ｂ ） は シ ャ ッ タ ６ の 全 閉 状 態 を 示 し 、 光 路 が 全 閉 と さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は シ ャ ッ タ ６ を 開 閉 制 御 す る た め の シ ャ ッ タ 制 御
回 路 ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の シ ャ ッ タ 制 御 回 路 ７ は 接 続 用 の 配 線 ８ 、 例 え ば 薄 帯 状 の 可
撓 性 配 線 （ Ｆ Ｐ Ｃ 配 線 ） に よ っ て シ ャ ッ タ 機 構 ５ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の シ ャ ッ タ 制 御 回
路 ７ に は 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 制 御 回 路 ９ が 接 続 さ れ て お り 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 制 御 回
路 ９ は 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ス イ ッ チ １ ０ か ら オ ン ・ オ フ 信 号 を 受 け て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ
ン の オ ン ・ オ フ 制 御 を 行 な う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 制 御 回 路 ９ か ら キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 信 号
Ｓ １ と し て オ ン 指 令 が 出 力 さ れ る と 同 時 に 、 シ ャ ッ タ 制 御 回 路 ７ か ら シ ャ ッ タ 機 構 ５ に シ
ャ ッ タ 閉 信 号 Ｓ ２ も オ ン 、 す な わ ち シ ャ ッ タ 閉 指 令 が 出 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た
、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 信 号 Ｓ １ が オ フ と な る と 同 時 に 、 シ ャ ッ タ 閉 信 号 も オ フ 、 す な わ ち
シ ャ ッ タ 開 と な る 設 定 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ る と 、 シ ャ ッ タ ６ が 鏡 筒 １ の 内 側 に 設 け ら れ て い る た め
、 従 来 の シ ャ ッ タ 機 構 と 異 な り 機 器 の 全 体 構 成 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、
シ ス テ ム の 小 型 化 が 望 ま れ る 機 器 の 場 合 に 有 利 と な る 。 ま た 、 シ ャ ッ タ 機 構 ５ が コ ン パ ク
ト な 構 成 と な っ て 小 型 化 が 図 れ 、 開 閉 動 作 も 短 時 間 で 動 作 が 俊 敏 に 行 な わ れ る 。 こ れ に よ
り 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の 能 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
特 に 本 実 施 形 態 で は 上 述 し た よ う に 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 制 御 回 路 ９ に よ る キ ャ リ ブ レ ー
シ ョ ン の オ ン ・ オ フ 信 号 と 同 タ イ ミ ン グ で シ ャ ッ タ ６ を 閉 お よ び 開 動 作 制 御 す る シ ャ ッ タ
制 御 回 路 ７ を 備 え て い る の で 、 シ ャ ッ タ ６ の 動 作 性 を 向 上 す る こ と が で き 、 時 間 的 無 駄 を
大 幅 に 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 シ ャ ッ タ 機 構 ５ が 鏡 筒 １ 内 に 配 置 さ れ る こ と か ら 、 周 辺 環 境 の 温 度 の 影 響 が 少 な
く な り 、 温 度 変 化 の 要 因 に よ っ て も 感 度 が 変 化 す る 赤 外 線 検 知 器 の 画 素 に つ い て 性 能 向 上
も 図 れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 ２ 実 施 形 態 （ 図 ４ ）
図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 形 態 が 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 鏡 筒 １ 付 近 に 温 度 セ ン サ １ １ を 備 え 、 シ ャ ッ タ
制 御 回 路 ７ は 温 度 セ ン サ １ １ に よ り 一 定 温 度 条 件 が 検 出 さ れ た 場 合 に 閉 動 作 作 制 御 す る 機
能 を 有 す る 構 成 と し た 点 で あ る 。 な お 、 こ の 構 成 に つ い て は 、 例 え ば 必 要 に 応 じ て 赤 外 線
検 出 中 を 回 避 し て 閉 動 作 を 可 能 と す る 等 、 運 転 に 支 障 を 生 じ な い 対 策 が 同 時 に 施 さ れ る こ
と が 望 ま し い 。 他 の 構 成 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る か ら 、 図 ４ に 図 １ と 同 一
の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 鏡 筒 １ 内 の 温 度 変 化 を 温 度 セ ン サ １ １ で 検 出 す る こ と に よ り 、 温 度
変 化 の 要 因 に よ っ て も 感 度 が 変 化 す る 赤 外 線 検 知 器 ４ の 画 素 に つ い て 、 例 え ば 温 度 上 昇 時
に は 赤 外 線 検 知 を 行 な わ な い よ う に す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 ３ 実 施 形 態 （ 図 ４ ）
図 ５ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 赤 外 線 検 知 器 用 シ ャ ッ タ 機 構 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 形 態 が 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 シ ャ ッ タ 制 御 回 路 ７ が タ イ マ １ ２ に よ り シ ャ ッ
タ ６ を 一 定 時 間 毎 に 閉 動 作 制 御 す る 機 能 を 有 す る も の と し た 点 に あ る 。 他 の 構 成 に つ い て
は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る か ら 、 図 ４ に 図 １ と 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ャ ッ タ ６ を 一 定 時 間 毎 に 閉 動 作 制 御 す る こ と に よ り 、 赤 外 線 検 知
器 ４ の 画 素 を 保 護 す る こ と が で き 、 こ の 点 か ら 信 頼 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 構 成 の 小 型 化 が 図 れ る と と も に 、 動 作 性 の 向 上 お よ び 動
作 時 間 の 可 変 性 が 図 れ 、 か つ 外 部 温 度 の 影 響 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 赤 外 線 検 知 器 用 シ
ャ ッ タ 機 構 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 構 成 図 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 作 用 説 明 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 作 用 説 明 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 構 成 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 鏡 筒
３ 　 光 学 系 部 品
４ 　 赤 外 線 検 知 器
５ 　 シ ャ ッ タ 機 構
６ 　 シ ャ ッ タ
７ 　 シ ャ ッ タ 制 御 回 路
８ 　 配 線 （ Ｆ Ｐ Ｃ 配 線 ）
９ 　 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 制 御 回 路
１ ０ 　 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ス イ ッ チ
１ １ 　 温 度 セ ン サ
１ ２ 　 タ イ マ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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